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《本号の表紙絵》

江戸医学館の課業表

『踏寿館講次』

(北里研究所東洋医学総合研究所医史学研究部所蔵）

江戸医学館は、明和二年(1765)に幕府医官多紀家の

五代元孝(1695～1766)によって創設された医学教育機

関である。六代元惠(1732～1801)は、御匙・法印の極

位に昇って医学館の基礎を固め、七代元簡(1755～1810)

によって清朝漢学の影響を享けた考証医学が緒につい

た。創設時、学課学規制定に儒者井上金峨(1732～84)

が参画したが、山縣大弐事件に連座して退いた(1767)。

この間、松平定信の幕政改革のもと、寛政三一－四年

(1791～92)にかけて、田沼時代以来の助成町屋敷の地

代・諸医師からの寄付・多紀氏の私費による運営を改め

て、一切の費用を幕府が支弁し、経理を多紀氏から分離

し、教員・生徒ともに幕府医官とその子弟に限定して、

名実ともに幕府直轄の医学教育機関となった。

ここに掲げた資料は、創設から十年目の安永三年

(1774)に、医学館で開講する講義の内容・日程・時間

割・講師を木版の一枚刷りにした時間割表である

(H23.8×W34,3)。さきに拙槁（本誌45-3･1999,「杏雨j

7所収の拙槁も参照のこと）において活字化したが、原

資料の紹介は今回が初めてとなる。多紀家歴代の自筆稿

本とともに市場に出たもので、多紀家旧蔵と考えられ

る。

講義内容（テキスト）は、内経・方書・本草のほか金

元の医論があり、儒書を併講し、経穴の実習がある。漢

方・鍼灸教育のカリキュラムとして妥当な内容と評せよ

う。講師には、医官が一人もなく、元息・金峨の門人知

友が多いと見られる。多紀元堅「時還読我耆」の天明期

｢百日教育」の記述が参考になる。
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